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誤差をノイズと見なしてピーク SN比を求めた PSNR（Peak Signal to Noise Ratio）指標が
よく用いられる．PSNR値は大きいほど圧縮による劣化が少なく，PSNRが35dB以上の
自然画であれば人間は視覚的に画質劣化を感じないと言われている．このような条件を満
たす視覚的に劣化がない非可逆圧縮は視覚的にロスがない （Visually Lossless） 可逆もしく
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HDMI, MIPI, DisplayPortなどの表示インターフェース規格の標準化団体である VESA
（Video Electronics Standards Association）が策定した規格には準可逆の画像圧縮が採用さ





















４×４画素ブロックの RGB 8bit画像は圧縮をしない場合 
 bitで表現できる．1/3圧縮では提案手法ではこれを図２に示す  bitの固定
長パケットに変換する．
図２において，  は後述する圧縮モード指定のために使用する．
















用されている． 年に最初に発表された は改良され が や
などに採用されている ． 年に が発表され今後の 規格に採用予定で


















Figure2　Packet data of fixed length
図３　提案手法の基本圧縮処理フロー















れの RGB値  に対して5bitの値  をパケット内に格納する場合には













で表されるとき，RGBをそれぞれ８階調間隔でサンプリングすると，R={0, 8}, G={0, 8, 
16, 24}, B={0, 8, 16, 24, …, 56}が階調値の候補値となる．このとき，RGBの階調値の候
補数はそれぞれ，２値，４値，８値であるので，RGBをそれぞれ1bit, 2bit, 3bitのインデッ
クスを用いて6bit長で表現でき，表現できる候補色は，   通
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りとなる．もし，例えば色空間領域が  
 の場合のように RGB範囲がほぼ等しい場合には RGBのすべてに2bitのイ
ンデックスを用いて表現すれば各 RGB画素成分を 





配分を決定する．RGBの各色の範囲の比を  として bit配分 
  を求める．インデックスの bit長が6bit  の場合，
の配分は７通り考えられる．１つの bit値で表現できる最大範囲が RGBでできるだけ等
図5　各色の範囲比とビット割り当て（6bit インデックスの場合）
Figure5　Color range ratio and bit allocation （in case of 6bit index）
図4　色空間領域と候補色








の RGB画素の階調値の範囲が  で，かつ，この色に対
するインデックスのビット配分結果が  bitであったとする．このとき，  bitのインデッ
クスで表現できるのは  通りである．そこで区間  を  個の範囲に内
分した階調値
をその色の候補色の階調値とするとちょうど両端点を含め  個の点でサンプリングでき
る．  を２進表現したものが対象とする候補色の RGB成分のインデックスになる．計算
対象である画素の色成分の階調値が  のとき，  が最も近い階調値を表すインデックス
 は，上記  によって分割された  個の区間のそれぞれをさらに










Figure6　Calculation of the nearest index （M=3）
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には最も視認度が高い  を優先し  とする．YUVモードと併用するとき
は，RGBの代わりに YUVを同様に連動させ，すべての色成分でMAX-MIN範囲が閾値






































(𝑅𝑅1, 𝐺𝐺1, 𝐵𝐵) − (𝑅𝑅2, 𝐺𝐺2, 𝐵𝐵)色線分上の 階調の候補色で表現し，𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑟𝑟𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠 = (111)2のときには
ブロックの全画素を(𝑅𝑅1, 𝐺𝐺1, 𝐵𝐵1) − (𝑅𝑅2, 𝐺𝐺2, 𝐵𝐵2)色線分上の 階調の候補色で表現する．但し，
すべての色成分で 範囲が閾値𝐺𝐺𝑅𝑅𝐺𝐺𝐺𝐺_𝑇𝑇𝑇𝑇より小さくなった場合には最も視認度が



























Figure8　Space mapping （SP mode）
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異なる bit割り当てとなる．  は128bit固定長に調整するためのダミー bitである．SP
モードでは，画素  がSP参照画素となり，画素  が通常モードと同じインデッ
クスで表現される．GRADモードのときは  のビットが１である数（連動
させる色数）で Grad1, Grad2, Grad３のモードに分類され，固定色の階調値は２番目の色
フィールドは省略される．  がどの色に対応するかは  値に依存して決定する．
基本アルゴリズムでは  と  の大小関係は  固定であったが，最
終的なパケットでは図９で（*）で示されている場合には  のとき RGBモード，
 のとき YUVモードに制御する．  かつ YUVモードでの圧縮が最適な
場合には  のMAX-MIN範囲を  でないように変更してから  となる
ックスを → に増やすことができ， 範囲が広くなるブロックに対してサ
ンプリング間隔が大きくなることに起因する圧縮誤差の抑制に効果的であると考えられる．
提案手法では，空間マッピングする画素位置に周囲の参照画素では表せない特徴的な色が
存在することを避けるために， 通りの空間マッピングモード と を採用する．
図 に 通りの マッピングモードの画素位置を示す．参照画素の 通りの 参照
パターンは画素のブロック内位置が隅にある場合，端にある場合，中央にある場合で切り替












なる．通常モード ， モード ， モード は𝑀𝑀𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚フィー
ルド の（カッコ内に記載した）値によって判定され，その他の箇所も連動して異なる







Figure9　Packet data of proposed method
図10　提案手法の圧縮処理フローチャート
Figure10　Compression flowchart of proposed method
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Table1　Evaluation results of proposed method
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Figure13　Zoomed image of “Vegetable”
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